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日本のおとぎ話 おならのおよめさん
文と絵 水野ぷりん

むかし むかし、ある村に
おかあさんと むすこが ふたりですんでいました。
むすこがとしごろになったので、となりむらの むすめを
お嫁にもらうことになりました。

祝言の席で、むすめの家が 言いました。
「実はな、うちの子は わるいくせがあってな。よくおならをするんじゃよ。」
それを聞いたむすこのおかあさんは、
「おならなんて、だれもがするこっちゃ。なんの、なんの、かまいやせんがな。」

かわいいお嫁さんは よくはたらきます。
むすこも おかあさんも おおよろこびです。

でも、しばらくすると、お嫁さんの元気がなくなりました。
「どうした、ぐあいでも わるいかえ?」
おかあさんが 心配して聞くと、お嫁さんは 恥ずかしそうに
言いました。
「おならを、がまんして、くるしくて。。。」
「がまんなどせんでもええのに。さぁ、えんりょなく、やんなされ。」
「それじゃあ、ちょっと、失礼します」
およめさんは、そういうと
「ぷぴ ぷぴ ぴー」
かわいい音をだしました。
「ははは、そんなものなんでもない。」
おかあさんは笑っていいます。
「ほれ。すっきりするまで おやり。」
すると、およめさんは、
「それじゃあ、ちょっと失礼します」
といって、おしりをぐいとつきだしました。

ぶお ぶお ぶお~ん!
でてきたでてきたものすごいおなら。
ふきとばされそうな おかあさん、
あわててはしらに しがみつきましたが。。。

ぶお ぶお ぶお~ん!
ぶお ぶお ぶお~ん!
Visit: http://www.smashwords.com/books/view/18018 to purchase this book to continue reading. Show the author you appreciate their work!